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こ
れ
は
医
療
の
お
世
話
に
な
る
前
に
、 

健
康
管
理
に
気
を
配
り
、 

生
活
習
慣
病
の
前
段
階
で
あ
る 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を 

予
防
・
改
善
し
よ
う
と
い
う 

新
し
い
健
診
＋
保
健
指
導
の
制
度
で
す
。 

平
成
２０
年
４
月
か
ら 

４０
歳
〜
７４
歳
の
す
べ
て
の
方
を
対
象
に 

「
特
定
健
診
・
保
健
指
導
」が 

は
じ
ま
り
ま
す
。 

広報いしか広報いしかわわ３３月月号 ●号　●　��
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新
し
い
制
度
で
は　

歳
〜　

歳
ま
で
の

４０

７４

方
を
対
象
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
た
健
診
が
１
年
に
１
回
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）」
と
い
い
、
全
て
の
医
療

保
険
者
が
、
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
・

被
扶
養
者
（
家
族
）
に
実
施
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
特
定
健
診
」
を
受
診
す
る
と
、
判
定

基
準
に
よ
り
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善
に

役
立
つ
情
報
提
供
や
、
専
門
家
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
「
特
定
保
健
指
導
」
と

い
い
、
保
健
指
導
の
専
門
知
識
と
技
術
を

持
つ
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど
が
、
運

動
や
食
事
を
中
心
と
し
た
生
活
改
善
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
と
は

特
定
健
診
っ
て

ど
ん
な
こ
と
を
や
る
の
？

　

健
診
項
目
は
特
定
保
健
指
導
を
必
要
と
す
る
方
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
に
次
の
健
診
を
行
い
ま
す
。

新
し
く
加
わ
っ
た
、
腹
囲
（
お
へ
そ
周
り
）
の
測
定
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
と
し
て

重
要
な
検
査
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
検
査
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

①
既
往
症
の
調
査
（
服
薬
歴
、喫
煙
習
慣
な
ど
） 

②
自
覚
・
他
覚
症
状
の
検
査 

③
身
体
測
定
（
身
長
、
体
重
、
腹
囲
※
） 

④
Ｂ
Ｍ
Ｉ
測
定 

⑤
血
圧
測
定 

⑥
肝
機
能
検
査
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
γ
│

Ｇ
Ｔ
Ｐ
） 

⑦
血
中
脂
質
検
査
（
中
性
脂
肪
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
） 

⑧
血
糖
検
査 

⑨
尿
検
査
（
尿
糖
、
尿
蛋
白
） 

⑩
そ
の
他
医
師
が
必
要
と
認
め
た
と
き
に
行
う
項
目
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の 

※
腹
囲
の
測
定
は
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
内
臓
脂
肪
面
積
の
検
査
で
代
替
が
出
来
ま
す
。 

特
定
健
康
診
査
の
１０
項
目 

cm

腹
囲 

B
M
I

kg

体
重 

ＢＭＩの標準値は
22（統計的にいち
ばん病気にかかり
にくいとされる数
値）。体重（kg）÷
身長（ｍ）÷身長（ｍ）
で算出され、25を
超えると「肥満」 

現在の 
わたしの 
数値は… 

ここを 
測る 

お
へ
そ
周
り
（
腹
囲
）
の
測
り
方 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー 

ム
の
診
断
基
準
で
い
う
お
へ
そ
周
り 

（
腹
囲
）
は
、
図
の
よ
う
に
図
り
ま
す
。 

日
常
で
腹
囲
を
測
る
と
き
の 

ポ
イ
ン
ト
は
、 

 

①
立
っ
た
姿
勢
で 

②
お
へ
そ
の
高
さ
を 

③
軽
く
息
を
吸
っ
て
吐
き
出
し
た
状
態
で 

④
地
面
と
平
行
に
（
水
平
に
） 

 

の
４
つ
で
す
。
自
分
で
図
り
に
く
い
の
で
、
で
き
れ

ば
家
族
な
ど
に
測
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
自
分
で

行
う
場
合
に
は
、
鏡
を
見
て
メ
ジ
ャ
ー
が
水
平
に
な

る
よ
う
に
測
定
し
ま
す
。 

　
な
お
、
お
腹
の
脂
肪
が
多
く
、
お
へ
そ
が
下
が
っ

て
い
る
体
型
の
人
は
、
肋
骨
（
ろ
っ
こ
つ
＝
あ
ば
ら

骨
）
の
い
ち
ば
ん
下
と
、
骨
盤
の
出
っ
張
っ
て
い
る

所
の
中
間
の
高
さ
で
測
り
ま
す
。 
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特
定
保
健
指
導
っ
て

ど
ん
な
こ
と
を
や
る
の
？

　

よ
り
効
果
的
な
保
健
指
導
を
行
う
た
め
に
、
特
定
健
診
の
結
果
に
よ
り
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
は
区
分
け

（
階
層
化
）
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
判
定
し
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
、「
情
報
提
供
」「
動
機
づ
け
支

援
」「
積
極
的
支
援
」
の
３
つ
に
分
か
れ
、
個
々
の
状
態
に
あ
っ
た
支
援
（
特
定
保
健
指
導
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
ま
た
は
脂
質
異
常
の
治
療
に
か
か
る
薬
剤
を
服
薬
し
て
い
る
方
は
特
定
保
健
指
導
の

対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

腹
囲

男
性
／
８５
�
以
上 

女
性
／
９０
�
以
上 

ま
た
は
内
臓
脂
肪
面
積
が 

１
０
０
�
以
上（
男
女
） 

腹
囲

男
性
／
８５
�
未
満 

女
性
／
９０
�
未
満 

ま
た
は
内
臓
脂
肪
面
積
が 

１
０
０
�
未
満（
男
女
） 

か
つ
B
M
I
／
２５
以
上
　 

ABC
A
、B
に
該
当
し
な
い

情
報
提
供
 

情
報
提
供
 

情
報
提
供
 

情
報
提
供
 

動
機
づ
け
支
援

情
報
提
供
 

情
報
提
供
 

動
機
づ
け
支
援

積
極
的
支
援

※
６５
〜
７４
歳
は
 

　
動
機
づ
け
支
援
で
よ
い
 

積
極
的
支
援

※
６５
〜
７４
歳
は
 

　
動
機
づ
け
支
援
で
よ
い
 

積
極
的
支
援

※
６５
〜
７４
歳
は
 

　
動
機
づ
け
支
援
で
よ
い
 

動
機
づ
け
支
援

1
　
点

0
　
点

リ
ス
ク
判
定

2
　
点

3
点
以
上

�
血
糖

ａ
・
空
腹
時
血
糖
 

　
　
１
０
０
�
／
�
以
上
 

ｂ
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
 

　
　
５
・
２
％
以
上
 

点 

�
脂
肪

ａ
・
中
性
脂
肪
 

　
　
１
５
０
�
／
�
以
上
 

ｂ
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
 

　
　
４０
�
／
�
以
上
 

点 

�
血
圧

ａ
・
収
縮
期
血
圧
 

　
　
１
３
０
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
 

ｂ
・
拡
張
期
血
圧
 

　
　
８５
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
 点 

点 

合
計
点

喫
煙
歴

現
在
の
喫
煙
状
況
 

喫
煙
し
て
い
れ
ば
１
点

a
、b
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
１
点

�
〜
�
に
１
つ
で

も
該
当
し
て
い
る
 
は
い
 

いいえ 

点 

わ
た
し
は
 

ど
の
段
階
の
 

支
援
を
 

受
け
る
の
？
 

←←←←←←リスクに応じて支援が階層化されます←←←←←← 

1
　
健
診
結
果
と
同
時
に
、

一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
。 情

報
提
供 

2
　
個
別
面
接
で
生
活

習
慣
改
善
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
、
約
半

年
後
に
実
施
状
況
を

確
認
し
ま
す
。 

動
機
づ
け
支
援 

3
　
個
別
面
接
な
ど
で

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
、
健
康
に

関
す
る
教
室
の
開
催
や
、

継
続
的
、
定
期
的
な

支
援
を
行
い
、
約
半

年
後
に
実
施
状
況
を

確
認
し
ま
す
。 

積
極
的
支
援 

ど
の
よ
う
な 

支
援
が
あ
る
の
？ 
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危険因子が重なるほど… 

厚生労働省資料 
をもとに作成 

危険因子の保有数 
（危険因子＝肥満、高血糖、脂質異常、高血圧） 

心
臓
病
の
発
症
危
険
度 

10

20

30

（倍）40

3～4210
0

約36倍 

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
、
新
聞
な
ど
で

【
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）】
と
い
う
こ
と
ば
を
耳
に

し
ま
す
。
蓄
積
さ
れ
す
ぎ
た
内
臓
脂
肪
が
、

体
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
悪
さ
を
し
て
、

生
活
習
慣
病
の
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
状

態
を
い
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
主
に
肥
満
症
、
高
血
圧

症
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
疾
患
が

あ
り
、
進
行
す
る
と
、
動
脈
硬
化
を
引
き

起
こ
し
、「
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓
病
、

脳
卒
中
」
や
「
が
ん
」
へ
と
移
行
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
の
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

１６

（
厚
生
労
働
省
）
で
、　

〜　

歳
の
男
性

４０

７４

の
２
人
に
１
人
、
女
性
の
５
人
に
１
人
が

メ
タ
ボ
か
、
ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
高
い

と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

　
　

増
え
続
け
る
医
療
費
の
多
く
を
占
め

る
の
は
生
活
習
慣
病

　

�
医
療
費
の
約
５
割
は
が
ん
、
心
臓
病

や
脳
卒
中
な
ど
の
循
環
器
病
、
糖
尿
病
及

び
合
併
症
（
肝
臓
病
な
ど
）

　
　

生
活
習
慣
病
と
な
る
危
険
は
、
危
険

因
子
が
重
な
る
ご
と
に
増
大（
左
上
図
）

　

�
内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
内
臓
脂
肪
）
を

起
因
と
し
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
が
問
題

　
　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
・
解
消
で
生
活
習
慣
病
は
効
果
的

に
予
防
で
き
る

　

�
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
健
診
で
対
象
者
を
選
定
し
、
保
健

指
導
に
よ
り
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
定

着
を
図
る

　

こ
れ
ま
で
の
健
診
は
、
職
場
の
事
業
所
や
町
で
行
う
基
本
健
康
診
査
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
４

２０

月
か
ら
は
、
本
人
、
家
族
な
ど
、
今
あ
な
た
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
の
方
法
で
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

歳
以
上　

歳
以
下
の
方

４０

７４

　

医
療
保
険
（
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
組
合
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
、
共
済
組
合
）

の
被
保
険
者
（
本
人
）
と
被
扶
養
者
（
家
族
）
の
す
べ
て
の
方
が
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
国
保
以
外
の
方
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
の
指
定
す
る
健
診
機
関

で
特
定
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
の
際
は
医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
受

診
券
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
や
被
保

険
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
等
の
保
険
担
当
者
な
ど
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

歳
以
上
の
方
（
平
成　

年
度
に　

歳
に
な
る
人
を
含
む
）

７５

２０

７５

　
　

歳
以
上
の
方
は
平
成　

年
４
月
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

７５

２０

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、　

歳
以
上
の
方
の
健
診
を
行
う
の
は
後
期
高
齢
者
医
療
広

７５

域
連
合
に
な
り
ま
す
。
町
で
は
広
域
連
合
か
ら
健
診
の
委
託
契
約
を
受
託
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、　

歳
以
上
の
方
の
健
診
を
国
保
の
特
定
健
診
に
合
わ
せ
て
受
診
し
て
い
た
だ

７５

け
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
対
象
者
は　

歳
以
上
の
方
で
も
医
療
機
関
に
通

７５

院
し
て
い
な
い
方
や
人
間
ド
ッ
ク
等
で
検
査
し
て
い
な
い
方
が
、
町
に
希
望
し
て
健
診

を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

歳
以
上　

歳
ま
で
の
方

３０

３９

　

若
い
時
期
か
ら
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
し
た
状
態
）

の
予
防
の
た
め
食
生
活
や
継
続
的
な
運
動
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
？

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
健
診
・
指
導
が
必
要
な
ワ
ケ
？

医 療 保 険 者 

国民 
健康保険 

健康保険 
組合 

共済組合 
政府管掌 
健康保険 
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特
定
健
診
は
み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
が
行
い
ま
す

　

こ
れ
ま
で
町
が
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
基
本
健
康
検
査
（
住
民
健
診
）
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
以

２０

降
の
特
定
健
康
検
査
で
は
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
者
が
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
か
ら
、
健
診
機
関
や
受
信
日
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
や
受
診
券
・
利

用
券
な
ど
が
対
象
者
に
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
指
定
の
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
タ
ボ
改
善
の
道 

健
診
を
受
け
る 

メ
タ
ボ
の
改
善 

だ
か
ら
新
し
い 

項
目
も 

あ
る
ん
だ
ね 

　

歳
〜　

歳
ま
で
の
方
で

４０

７４

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

の
場
合

①
受
診
券
の
送
付

　

町
よ
り　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
国
民
健

４０

７４

康
保
険
加
入
者
に
「
特
定
健
診
受
診
券
」

と
健
診
の
日
時
や
場
所
が
書
い
て
あ
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
送
ら
れ
ま
す
。
受
診

券
に
は
有
効
期
限
や
自
己
負
担
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

②
特
定
健
診
の
受
診

　

受
診
券
送
付
の
際
に
通
知
さ
れ
る
日
時

と
場
所
で
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
す
。
受

診
の
当
日
は
国
保
の
保
険
証
、
受
診
券
、

自
己
負
担
金
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
（
要
介
護

６５

７４

認
定
者
を
除
く
）
は
介
護
保
険
の
保
険
証

も
必
要
に
な
り
ま
す
。

③
結
果
の
送
付

　

受
診
者
全
員
に
検
査
の
結
果
と
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
情
報
が
記
載
さ
れ
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
性
が
あ
る

と
判
定
さ
れ
た
方
は
、
加
え
て
特
定
保
健

指
導
の
案
内
が
届
き
ま
す
。

④
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る

　

健
診
の
結
果
、「
情
報
提
供
」
と
さ
れ

た
方
は
③
の
結
果
通
知
を
受
け
取
っ
て
終

わ
り
に
な
り
ま
す
。「
動
機
づ
け
支
援
」

「
積
極
的
支
援
」
と
判
定
さ
れ
た
方
は
結

果
通
知
に
同
封
さ
れ
て
い
る
保
健
指
導
の

案
内
に
従
っ
て
個
人
ご
と
の
状
況
に
応
じ

た
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
今
ま
で
町
が
実
施
し
て
き
た
結
核
健

診
・
各
種
が
ん
検
診
な
ど
は
平
成　
２０

年
４
月
か
ら
も
引
き
続
き
行
い
ま
す

の
で
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

種
別
に
関
係
な
く
、
対
象
年
齢
に
該

当
し
て
い
れ
ば
ど
な
た
で
も
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
の
流
れ

特定健診の流れ 

40歳から74歳の 
被保険者（本人）と 

被扶養者（家族）の皆さん 

医療保険者 
国民健康保険・健康保険組合・ （共済組合・政府管掌健康保険） 

地域の健診機関・病院や 
診療所など 

医療保険者の直営診療施設など 

②
健
診
を
受
け
る 

①
健
診
の
案
内
が
く
る 

③結果が送られる 

④健診結果／保健指導 
　の案内がくる 
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保
健
指
導
の
対
象
に 

な
っ
た
ら
面
接
を
受
け
る 

健
診
結
果
に 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が 

付
い
て
き
た
わ 

指
導
期
間
が
過
ぎ
て
も
継
続 

し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る 

来
年
の 

健
診
結
果
が 

楽
し
み
だ
！ 

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う 

専
門
家
が
指
導 

フ
ム
フ
ム 

こ
れ
な
ら
続
け
て 

い
け
そ
う
だ
！ 

自
分
も
や
っ
と
み
よ
う
！ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
２０
分
、 

間
食
は
や
め
ま
し
ょ
う 

あ
ち
ゃ
〜 

平 成２０年 度 に 町 が 行 う 健 診 は

内　　　容
対象年齢等

健診名時　期
年齢資格

胸部レントゲン撮影で結核と肺がんを
早期に見つけます。

４０歳以上の方全町民
結核・肺がん検診
（胸のレントゲン検
査）

５月

尿検査、身長体重、腹囲測定、血圧測
定、医師診察、血液検査

４０歳～７４歳までの
方

国保加入
者のみ特定健康診査

特定健康診査時の血液検査
５０歳～６９歳までの
男性

全町民

前立腺がん検査

血液検査４０歳の方Ｃ型肝炎

便潜血検査２日法
検診会場や保健センターで容器を配布
し、後日回収となります。

４０歳以上の方大腸がん検診

タバコを吸っている方で
喫煙年数×１日の本数＝６００以上の方。

４０歳以上の方
肺がん検診
（喀痰検査）

後日広報でお知らせします。
２年に１回の検診で、医療機関で実施し
ます。

平成２０年度中、偶
数年齢で４０歳～６８
歳までの女性

乳がん検診
（視触診・乳撮影）

８月
～
１０月

２年に１回の検診になります。平成２０年
度中に偶数年齢の女性が対象です。
施設検診（医療機関で実施）も１０月に
実施します。詳しくは広報でお知らせし
ます。
手術をしている方は除かれます。

平成２０年度中、偶
数年齢で２２歳～８０
歳までの女性

子宮がん検診
（頸部がん）１０月

子宮がん検診時に実施します。希望者骨密度測定

手術をしている方は除かれます。また、
毎年胃カメラ該当になる方は医療機関
で実施するのが望ましいです。

４０歳～８０歳までの
方

胃がん検診１１月



　

1
月
25
日
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
石

川
郡
医
師
会（
田
畑
裕
会
長
）に
よ
る
講
演
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

石
川
郡
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
介
護
ス

タ
ッ
フ
な
ど
約
2
0
0
人
が
出
席
。
は
じ
め
に
3
人
の

医
師
が
、
緊
急
時
の
対
応
や
日
常
遭
遇
し
や
す
い
症
状

と
対
処
法
、
外
傷
時
の
応
急
処
置
に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
味
原
医
院
の
味
原
隆
院
長
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
な
が
ら
、
医
師
と
介
護
職
員
の
5
人
が
、
介

護
ス
タ
ッ
フ
を
取
り
巻
く
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
、
ま

た
医
師
と
し
て
出
来
る
こ
と
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

介
護
の
役
割
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
農
業
経
営
を

　
６
人
に
認
定
書
を
交
付

　

1
月
25
日
、
役
場
町
長
室
で
農
業
経
営
改
善
計
画

認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
改
善
計
画
と
は
、
経
営
規
模
拡
大
な
ど

5
年
後
の
農
業
経
営
の
目
標
を
作
成
す
る
も
の
で
、

そ
れ
を
町
が
審
査
し
認
定
を
受
け
る
と
認
定
農
業
者

と
な
り
、
農
業
経
営
に
関
す
る
各
種
の
支
援
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
規
認
定
者
の
藤
島
廣
輝
さ
ん
と
蛭
田
農
夫
男
さ

ん
、再
認
定
者
の
清
野
宏
さ
ん
、水
野
谷
公
雄
さ
ん
、

高
木
正
仁
さ
ん
、
郷
友
美
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
町
長
か

ら
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
月
25
日
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
で
石
川
町
体

育
協
会（
岡
崎
重
春
会
長
）の
平
成
19
年
度
表
彰
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
幅
広
い
分
野
で
ス
ポ
ー
ツ
に
活
躍
、
普
及

に
尽
力
さ
れ
た
85
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
普
及
賞
・
鎌
田
弘
史
さ
ん（
自
転

車
競
技
）・
写
真
▼
優
秀
指
導
者
賞
・
板
橋
敬
史
さ

ん
・
佐
藤
明
男
さ
ん（
以
上
陸
上
競
技
）緑
川
和
行
さ

ん（
ゴ
ル
フ
）▼
最
優
秀
選
手
賞
・
鈴
木
千
香
子
さ
ん
・

水
野
里
美
さ
ん（
以
上
陸
上
競
技
）瀬
谷
浩
貴
さ
ん
・

窪
木
一
茂
さ
ん
・
佐
藤
裕
輝
さ
ん
・
矢
吹
一
貴
さ
ん

（
以
上
自
転
車
競
技
）▼
優
秀
選
手
賞
・
60
人
▼
少
年

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・
15
人

石
川
町
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
85
人
を
表
彰

石
川
郡
医
師
会
が

介
護
に
役
立
つ
医
療
知
識
を
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2
月
4
日
、
役
場
町
長
室
で
、
石
川
地
区
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
・
安
倍
治
男
会
長
か
ら
地
区
計
画
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
書
は
、
町
の「
第
5
次
総
合
計
画
」策
定
に
あ

た
り
、
地
域
の
資
源
、
特
性
を
生
か
し
、
住
み
慣
れ
た
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
6
月
か
ら
議
論
を
重

ね
石
川
地
区
計
画
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、群
れ
桜
の
里
、あ
じ
さ
い
の
里
、紅
葉
の
里
、

ホ
タ
ル
の
里
、
歴
史
の
里
、
安
心
し
て
住
め
る
結
の
里
づ

く
り
に
つ
い
て
地
域
の
行
動
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
石
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
要
望
事
項
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
資
源
を
再
発
見
し
、
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合

い
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

1
月
25
日
、
石
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
第
54
回

文
化
財
防
火
デ
ー
に
あ
わ
せ
、
県
・
町
指
定
文
化
財

6
件
の
防
火
査
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
文
化
財
保
護
指
導
員
、消
防
署
員
、消
防
団
員
、

警
察
署
員
、教
育
委
員
会
担
当
職
員
が
、消
化
用
具・

水
利
の
状
況
・
防
火
管
理
等
の
防
火
体
制
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
査
察
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
谷
地
千
手
観
音
立
像
▼
北
山
形
の
福
満
虚
空
蔵
堂

▼
華
蔵
寺
の
銅
鐘
▼
乗
蓮
寺
の
銅
鐘
▼
薬
王
寺
の
薬

師
堂
と
仏
像
▼
石
都
々
古
和
気
神
社
の
鰐
口
及
び
文

書

　

2
月
1
日
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
に
お
い
て
、〝
森

の
恵
み
〞環
境
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
福
島
県
が
主
催（
共
催
：
石
川

地
方
町
村
会
）し
、
今
話
題
と
な
っ
て
い
る「
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
」に
関
す
る
講
演
で
、
当
日
は
町
内
外
か
ら

多
く
の
聴
講
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
状
況
に
お
い
て
、再
生
可
能
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス（
森

林
エ
ネ
ル
ギ
ー
）資
源
に
期
待
が
集
ま
る
中
、
福
島
県

で
は
地
球
環
境
に
優
し
い「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
」を
燃
料
と

す
る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
関
し
て
は
、
福
島
県
農
林
水

産
部
県
産
材
特
産
グ
ル
ー
プ（
℡
0
2
4

－

5
2
1

－

7
4
3
2
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

1
月
30
日
、
役
場
町
長
室
に
お
い
て
、
福
島
民
友
新

聞
社
主
催
の「
福
島
遺
産
百
選
」に
今
出
川
・
北
須
川
の

桜
が
選
ば
れ
、
小
野
伸
一
郎
石
川
支
局
長
か
ら
加
納
町

長
に
認
定
証
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

認
定
書
に
は
、
福
島
県
民
の
誇
り
と
す
る
ふ
る
さ
と

の
宝
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
川
町
の
桜
は
、
奈
良
の
吉
野
桜
、
長
野
の
信
州
桜
、

福
島
県
中
通
り
地
区
の
群
れ
桜
が
日
本
三
大
桜
の
名
所

と
言
わ
れ
て
お
り
、
町
の
貴
重
な
資
源
で
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
多
く
の
桜
を
大
切
に
保
存
し
、
町
の
宝
と
し

て
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
現
在
第
5
次
総
合
計
画
の

中
で「
桜
プ
ロ
ジ
ュ
ク
ト
」を
検
討
し
て
い
ま
す
。

〝
森
の
恵
み
〞

　
環
境
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

今
出
川
・
北
須
川
の
桜

　
　
　
福
島
遺
産
百
選
に

石
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

地
域
の
行
動
プ
ラ
ン
を
提
出

文
化
財
防
火
デ
ー

町
内
の
指
定
文
化
財
を
査
察

9 ● 広報いしかわ 3月号



●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町 

い
し
か
わ

職業

▲

矢吹町にあるティエフオー福島工場で車の足回
りの部品を作っています。

今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですかQ
A 趣味のスノーボードやゴルフ、釣り、それと町内での同
級生との飲み会など楽しみがあるので、遊びと仕事でメ
リハリをつけて両方とも一生懸命取り組んでいます。
将来やってみたいことや夢を聞かせてくださいQ

A 家庭を持ち、一戸建てのマイホームを建てることです。

小豆畑宗昴 さん（24歳）●山形字大豆平
将来どんな町になって欲しいですかQ

A 過疎化抑制のためにも企業誘致などでの職場確保によ
り若い人たちが残って働いてくれる町になってほしい
です。
最後に理想のタイプはQ

A 素直で思いやりのある笑顔がかわいい人です。

▲

次回は、小豆畑さんの紹介で遠藤郁美さんです。

子
供
は
3
人
で
、
孫
が
5
人
に
な
り
ま
し

た
。
孫
は
部
活
動
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
専
業
農
家
で
す
が
、
結
婚
当
初

か
ら
二
人
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
結

婚
を
し
て
50
年
が
経
ち
ま
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間

に
感
じ
ま
す
。
酪
農
も
30
年
間
や
り
ま
し
た
。
身

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
無
我
夢
中
で
生

活
を
し
て
き
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
今
で
は
、
子

ど
も
、
孫
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。
身
体
を
壊
し

た
時
期
が
あ
り
、
健
康
が
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。孫

の
成
長
し
て
い
く
姿
が
楽
し
み
で
す
。
書

道
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ

自
宅
か
ら
眺
め
る
那
須
連
峰
の
景
色
は
最

高
で
す
。
特
に
冬
場
は
稜
線
が
ハ
ッ
キ
リ

し
清
々
し
い
気
持
に
な
り
ま
す
。

　

い
つ
も
山
を
眺
め
て
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
と
て
も
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
産
業
の
振
興
、

特
に
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
政
策
に
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

孫の成長が楽しみです

氏名：鈴木　信正 さん（77歳）
　　　　　ミカ子 さん（73歳）
住所：沢井字清水窪

て
い
ま
す
。
孫
た
ち
と
の
語
ら
い
は
、と
て
も
楽
し
い

で
す
。
ま
た
農
作
業
の
合
間
に
二
人
で
温
泉
に
い
っ

て
い
ま
す
。
温
泉
で
身
体
を
い
た
わ
り
ま
す
。
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▲サークル紹介コーナー

▲

第35回

▲素敵なクッション・ポーチ

▲つくし会の仲間

　

私
た
ち
は
平
成
13
年
か
ら
、
自
分
達
の
介
護

予
防
の
た
め
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

予
防
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
と
、
趣
味
の
手
芸
、

絵
手
紙
、
料
理
教
室
な
ど
会
員
同
士
が
先
生
に

な
り
楽
し
ん
で
い
ま
す｡

一
人
暮
し
の
方
の
訪

問
も
し
て
い
ま
す｡

　

当
初
は
4
〜
5
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
10

名
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
何
ご
と
か
あ
っ
て
も
、
普
段
か
ら
話
を
し
て

い
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
ダ
メ
だ
よ
ね
」

と
い
う
の
が
み
な
さ
ん
の
想
い
で
す
。

　

毎
月
、
第
１
、
3
の
月
曜
日
に
集
ま
り
、
そ

の
日
に
や
り
た
い
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。
お

に
ぎ
り
を
持
っ
て
き
て
、
味
噌
汁
を
作
り
、
午

後
ま
で
み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
交
流
し
て
い
ま
す
。

…
責
任
者
も
特
に
決
め
な
い
で
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（3歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課　26－2111

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

▲手芸をしながら話し合い

小
金
塚
の
仲
間
た
ち

西牧　海
かい

瑛
えい

ちゃん

「音楽が大好きな海瑛です。息子よ!!心も体も大きく育て!!」
父・母より（新町）

つ
く
し
会
　
将
来
の
介
護
に
備
え
て
話
し
合
い

「
い
つ
ま
で
も
、仲
良
く
、 

元
気
で
い
た
い
か
ら
」
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宝
物
を
さ
が
し
て
〜
㉘

光こ
う

渡と

寺じ

板  

橋

　

県
道
浅
川
・
古
殿
線
を
浅
川
方
面
に

向
か
っ
た
大
字
板
橋
字
沢
小
屋
、
中
世

城
館
の
三
沢
城
跡
の
一
角
に
光
渡
寺
は

あ
り
ま
す
。
石
川
一
族
で
あ
る
板
橋
氏

の
菩
提
寺
と
し
て
16
世
紀
中
ご
ろ
に
創

建
さ
れ
、
長
泉
寺
第
9
世
顕
室
文
助
大

和
尚
が
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

本
尊
の
地
蔵
菩
薩
坐
像
は
、
南
北
朝
期

に
中
央
の
仏
師
が
当
地
に
来
て
造

立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
優
品

で
す
。

▲

境
内
に
は
キ
ャ
ラ
の
古
木
が
あ
り
ま
す

▲

南
北
朝
時
代
の
作
と
見
ら
れ
る

　
地
蔵
菩
薩
坐
像

▲入り口には「曹洞宗板橋山光渡寺」
　の門柱が

▲16世紀中頃の開山と伝えられています

新
・
石
川
の
教
育

新
・
石
川
の
教
育

新
・
石
川
の
教
育
紹
介
コ
ー
ナ
ー

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

中
学
校
の
生
活

新
し
い
友
だ
ち

新
し
い
先
生

勉　

強

英　

語

部
活
動

給　

食

行　

事

委
員
会
活
動

制　

服

中学校生活で楽しいこと・楽しみなことは？
■小学6年生（%）　■中学1年生（%）（％）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

30
人
前
後
の
学
級

Ｔ
Ｔ
や
副
担
任
の
制
度

教
師
の
結
束

保
護
者
の
補
助

校
内
研
修
の
活
発
化

参
観
や
懇
談
会
増
加

子
供
の
引
き
継
ぎ
の
充
実

学
校
生
活
に
慣
れ
る

「小１プロブレム」の解決法は？
■小学校職員（%）　■保育所・幼稚園職員（%）

　

２
年
間
に
わ
た
り
調
査
研
究
を
進
め
て
き
た「
新
教
育
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
主
な
視
点
は
、①「
幼
稚
園

か
ら
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
橋
渡
し(

小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
解
消
）」②「
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

橋
渡
し(

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
）」で
す
。
①
は
幼
稚
園・保
育
所
の
幼
児
と
小
学
１
年
生
の
交
流
学
習
、②
は
小
学

６
年
生
が
中
学
校
の
先
生
か
ら
授
業
を
受
け
る
フ
ラ
イ
デ
ー
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
重
点
事
業
と
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、研
究
の
成
果
を
得
る
た
め
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
解
消
に
向
け
て

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、幼
稚
園・
保
育
所・
小
学

校
の
教
職
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
十
分
把
握
し
て

き
ち
ん
と
引
き
継
ぐ
こ
と
や
、低
学
年
で
は

関
わ
り
手
で
あ
る
教
師
の
き
め
細
か
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
入
学
前
の
何
回

か
の
交
流
学
習
で
教
師
、友
達
、施
設
等
に
慣

れ
る
こ
と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

②
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
向
け
て

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、フ
ラ
イ
デ
ー
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
を
経
験
し
た
小
６
と
中
１
対
象
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
。
学
校
の
枠
を
超
え
て

町
内
の
６
年
生
同
士
が
交
流
し
、中
学
校
で

授
業
を
受
け
た
経
験
は
、小
学
生
時
代
よ
り

も
中
学
校
へ
進
学
し
て
か
ら
の
数
値
の
向
上

を
図
る
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

目
的
を
持
ち
楽
し
く
、充
実
し
た
中
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
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介
護
支
援
コ
ー
ナ
ー

介  

護  

の  

窓

介  

護  

の  

窓

あなたの歯・大切に

受けましょう　歯科ドック！

〝
み
ん
な
で
介
護
予
防
！

　
　
　
　
運
動
で
体
力
と
筋
力
ア
ッ
プ
を
〞

　
「
生
活
不
活
発
病
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
足
腰

が
弱
っ
て
動
く
の
が
億
劫
に
な
り
、
あ
ま
り
活
動

し
な
い
生
活
を
続
け
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
体
力

や
筋
力
が
衰
え
、
気
力
も
低
下
し
て
き
て
、
し
だ

い
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う
状
態
を
い
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、
い
つ
ま
で

も
元
気
に
活
動
的
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、「
筋

力
向
上
教
室
」を
中
心
と
す
る
介
護
予
防
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。
筋
力
は
適
切
な
運
動
に
よ
り
、

何
歳
に
な
っ
て
も
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
体
力
と
筋
力
が
つ
く
こ
と
で
家
庭
や
地
域
の

中
で
、
で
き
る
こ
と
が
増
え
た
り
、
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
教
室

に
参
加
し
て
い
る
方
か
ら
は
、「
歩
く
の
が
ら
く

に
な
っ
た
」「
春
か
ら
ま
た
畑
に
行
け
そ
う
だ
」「
出

か
け
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
た
」「
い
く
つ
に
な
っ

て
も
運
動
は
必
要
だ
っ
た
ん
だ
ね
」等
々
、
運
動

の
効
果
を
実
感
し
た
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
室
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
地
区

で
仲
間
が
集
ま
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
自
主
的
に

運
動
を
続
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ（
運
動
サ
ロ
ン
）も

で
き
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
元
気
に
暮

ら
し
た
い
…
そ
の
た
め
に
必
要
な
体
力
や
筋
力
づ

く
り
を
、仲
間
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
で
き
る
の
は
、

と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

自
分（
家
族
）が「
生
活
不
活
発
病
」の
よ
う
だ
と

心
当
た
り
の
あ
る
方
、
ま
た
自
分
の
地
区
に
も
運

動
サ
ロ
ン
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
元
気
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。

●
石
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
26

－

4
6
0
6

歯科ドックとは、お口の中の健康状態をより詳しく調べる検査のことです。
　歯は、健康のバロメーターです。高齢者を対象とした統計分析等から、歯の喪失が少なく、よく噛めている人は生活の
質や運動能力が高く視聴覚機能の優れていることが明らかにされています。（「健康日本21」報告書より）
　そこで、定期的に歯科検診を受診して、早めに歯科治療を受ける習慣を身につけることが歯の喪失の抑制、ひいては健
康な身体づくりにつながります。
　ぜひ、この機会に歯科ドックを受診されますようおすすめいたします。

●募集対象者
石川町国民健康保険に加入している 20歳以上 の被保険者です。（募集人員は、80名を予定しています。先着順で定員
になり次第締め切らせていただきます。）
●検診できる医療機関
青柳歯科医院、我妻歯科医院、近内歯科医院、三瓶歯科医院、鈴木歯科医院、中島歯科医院、福田歯科医院　
●検診終了日
平成20年3月31日(月)
●検診内容
う蝕（むし歯）検査、歯周病の検査、レントゲン検査（パノラマ）等を行ったうえで、検査後に指導（結果説明）があります。
また、治療が必要な方については、アドバイスを行います。
●検診費用
個人負担金は1,000円です。残りの費用は、石川町国民健康保険で負担します。
●お申込み方法
　申込み用紙は役場窓口にあります。
申込みをする前に、歯科医院への予約を行ってください。予約後、申込み用紙に必要事項を記入の上、個人負担金1,000
円を添えて役場国保係窓口までお申込みください。
なお、申込期限は平成20年3月25日(火)までとさせていただきます。

▲サロンでの運動の様子
　上：赤羽　下：北町

13 ● 広報いしかわ 3月号



食改さんの｠食改さんの｠ 親子料理教室（野木沢）

第36回

平成20年度より

　麻しん・風しん定期予防接種については、これまで１歳と就学前の２回が定期のものでしたが、昨年の麻しんの
流行を受けて、国は麻しん排除計画を掲げ、新たに中学１年生と高校３年生を対象に５年間に限り、麻しん・風し
んの定期予防接種を追加することを決めました。石川町ではより多くのお子さんに、確実に免疫をつけていただけ
るよう下記のとおり、集団での接種をお勧めしています。

※高校生については個別通知いたします。
※集団接種ができなかった方については、個別接種となりますのでご相談ください。
●連絡先　石川町保健センター　☎２６－８４１６

●
　ごはんをスープに浸して食べるカレーです。いつものとひと味違うカ
レーを作ってみませんか。季節の野菜が具だくさんのカレーは、栄養や
旨味がいっぱいです。お肉も入っているので、一皿でもバランスがとれ
たお料理です。スキムミルクを入れてもおいしいですよ。
　カルシウムが豊富なので、丈夫な骨をつくるのに役立ちます。

●栄養士からひとこと
　毎日の食事を味わって、おいしく食べることは心と体の発育と健康の
ための第一歩です。
　家族と囲む食卓や一緒に料理を作ることは、コミュニケーションをと
る大切な場です。
　よい食習慣を身につけるため、食改さんと一緒に親子で楽しく作る料
理教室を開催しました。カレーのほか、水菜のサラダ、フルーツラッシー
もつくりバランスのとれた献立になりました。時間をみつけて家族で
作ってみましょう。

●作り方
① ＡとＢの材料（野菜）を切る。
② ブロッコリーは洗って、さっとゆでる。
③ ボウルにＡの材料を入れ、粘りがでるまでよくまぜ合わせ、一口大に丸める。
④ フライパンにサラダ油小さじ１を熱し、③をころがしながら焼き色をつける。
⑤ 鍋にサラダ油大さじ１を熱し、たまねぎ、じゃがいも、カレー粉を入れて炒める。
⑥ ⑤に水、固形スープの素、ミートボールを加えて煮込む。
⑦ 材料がやわらかくなったらブロッコリー、ミニトマト、牛乳を入れて混ぜ、ひと煮
立ちさせる。

⑧ 最後に塩・こしょう・ケチャップで味を整える。

Ａミートボール
豚ひき肉･･･････････････････････････････150g
たまねぎ(みじん切り)･････････････････ １／４個
パン粉･･･････････････････････････････大さじ３
牛乳･････････････････････････････････小さじ２
片栗粉･･･････････････････････････････小さじ１
塩・こしょう･････････････････････････････少量
サラダ油･････････････････････････････小さじ１
　
Ｂカレースープ
ブロッコリー(小房分け)･･･････････････ １／２株
たまねぎ（1cm幅くし形）･････････････ １／２個
じゃがいも（2cm角切り）･･････････････････ １個
固形スープの素･･････････････････････････ １個
水･･････････････････････････ １と１／２カップ
牛乳････････････････････････ １と１／２カップ
ミニトマト（ヘタを取る）･･････････････････ ８個
塩・こしょう･････････････････････････････少量
カレー粉･････････････････････小さじ１と１／２
トマトケチャップ･････････････････････大さじ１
サラダ油･････････････････････････････大さじ１

材
　
料
（
4
人
分
）

スープカレー

中　学　　生
高　校　　生
高　校　　生

の の麻しん
風しん

定期予防接種がはじまります。

接種月日 受付時間 対象者 場　所

平成20年4月2日(水) 　12時30分
　　　　～13時30分

中学１年生
高校３年生

石川町保健センター
(渡里沢３７－５)平成20年4月4日(金)

広報いしかわ 3月号 ● 14



石 川 町 3 ～ 4 月 の 主 な 予 定

在宅当番医

ねんきん相談（郡山社会保険事務所）
（10：00～）

春分の日
在宅当番医
町内小学校卒業式

在宅当番医

心配ごと相談　　　　　（10：00～）
１歳児健診　　　　　　  （9：30～）
３歳児健診　　　　　　（13：00～）

在宅当番医

15土
16日
17月
18火
19水

20木

21金
22土
23日
24月
25火
26水
27木
28金
29土
30日
31月

あつうみ内科医院

勤労青少年ホーム

ひらた中央病院
各小学校体育館

石川中央医院

老人福祉センター
保健センター
保健センター

ひらた中央病院

３月 ●March

1歳6ヶ月児健診  　　　（13：00～）

在宅当番医
町内小中学校入学式

2歳児教室　　　　　 　  （9：30～）
心配ごと相談　　　　　（10：00～）
3～4ヶ月児健診・ＢＣＧ（13：00～）

ひらた中央病院

1火
2水
3木
4金
5土
6日
7月
8火
9水
10木

11金
12土
13日
14月
15火

保健センター

とうまちクリニック
各小中学校体育館

保健センター
老人福祉センター
保健センター

ひらた中央病院

４月 ●April

町県民税の申告相談は
３月17（月）までに！

（平成20年１月１日～１月31日までの届出分　敬称略）

氏　　　名 保　  護  　者 住　所
円谷　祐

ゆう

太
た

松山　茉
ま

緒
お

齊藤　佳
か

奈
な

根本　凌
り

玖
く

関根　　愛
あい

小森　詩
し

月
づき

迎　　祐
ゆう

樹
き

曽根　匠
たく

真
ま

（　茂　・　幸　）
（和　洋・奈津子）
（　孝　・明　美）
（　淳　・里　美）
（伸治・ダイリン）
（浩　一・　舞　）
（勝　幸・幸　恵）
（真　樹・亜　妃）

中　野
渡里沢
沢　井
板　橋
母　畑
松木下
形　見
形　見

新  　郎  　新  　婦 （ 出 身 地 ）
須藤雄太郎(北　町)・鈴木　望佐(沢　井)

氏　　　名 住　　　所
吉　田　仁　平
草　野　多美代
遠　藤　　　篤
長谷部　秀　吉
三　森　延　治
増　子　多榮子
瀬　谷　房之助
熊　田　芳　友
神　山　ヨシミ
遠　藤　正　夫
塩　田　昭　男
小　松　　　一
須　藤　キミ子
塩　沢　榮　吉
丹　内　初　男
瀬　谷　忠　勝
斎　藤　孝　市
佐　藤　修　二
石　森　サタ子
佐　藤　正　雄
生田目　ハルミ
高　橋　フ　ジ
鈴　木　二三子
清　野　褜　雄

下　泉
曲　木
中　田
下　泉
中　田
北　町
中　田
坂　路
中　野
王子平
湯郷渡
板　橋
板　橋
曲　木
古　舘
中　田
猫　啼
古　舘
中　野
白　石
沢　井
猫　啼
古　舘
湯郷渡
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町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし

住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ

誇りある町をつくりましょう

表紙の　登場人物
　２月３日は節分の日です。「節分」は
本来、季節の移り変わる時の意味で、
立春・立夏・立秋・立冬の前日を指して
いたと言われています。特に立春が１
年の初めと考えられることから次第に、
「節分」といえば春の節分を指すもの
となりました。立春を新年と考えれば、
節分は大晦日にあたり、前年の邪気を
祓うという意味をこめて、追儺（つい
な）の行事が行われていたわけで、そ
の一つが「豆まき」です。
　昨年の世相をあらわす一文字は
「偽」でした。今年はこのようなことが
無いよう願い、「豆まき」をしました。

（小松弘喜）

町の人口

イチリンソウ（キンポウゲ科）
各地に生育する多年生。早春から初夏の間に
生育し、４月の後半から５月にかけて茎の先
端に１つの花を咲かせる。北向きの斜面、植
林地の林縁など、崩積土が堆積するような場
所が適しているようである。　

（写真提供／関根政信さん）

野木沢保育所に通う近内淳也(じゅんや)くん、祖
父の博徳さん、祖母の桂子さんです。

●２月１日現在住民基本台帳●

（  ）内前月比

１８，３２５人（△４３）
８，９３０人（△２３）
９，３９５人（△２０）
５，６９９戸（△  ４）

　男
　女
世帯数

【施設紹介】　新入生５名を４月に迎え、とても明る
い雰囲気の中「やさしく」「かしこく」「たくましく」を
教育目標に毎日がんばっています。今年は、県花いっ
ぱいコンクールで特選をいただきました。ＰＴＡ、地
域のみなさんの惜しみない協力のおかげです。

第252回

南山形
小学校

3年

6年 3年

関根　紗
さ

希
き

さん

高
原　

彩あ
や

奈な 

さん

高
原　

祥よ
し

乃の 

さん

「わたしのすきなこん虫」

「百羽のツル」 「わたしのすきなこん虫」

　かっこよくて、強いクワガタが大好きです。クワガタ同
士のたたかいは、はくりょくまん点です。クワガタの色を
かえて、ていねいにぬりました。

　月の光が画面全体に広がっていく様子をて
いねいにかきました。力つきたツルが落ちてい
く場面を上手に表現することができました。

　羽化したばかりのトンボが、朝、飛ばずにしっか
りとしたくきにつかまっています。元気に飛んで
いきますようにという思いをこめてかきました。

編集後記
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